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2013 年度日本応用経済学会春季大会のご案内  

 

拝啓  

 

  風薫る爽やかな季節となりました。皆様にはますますご清祥のこととお喜

び申し上げます。  

  さて、日本応用経済学会の 2013 年度春季大会を、同封の大会プログラム

にありますように 2013 年 6 月 15 日（土）、 16 日（日）  の両日にわたり、

立命館大学 BKC キャンパスにて開催いたします。皆様の多数のご参加を心

よりお待ちいたしております。  

  ご来訪につきましては、後掲の「会場へのアクセス方法ならびに交通機関」

を、会場につきましては「会場案内」をご覧ください。  

  なお、懇親会を 6 月 15 日（土）  18 時より開催いたします。多数の皆様

の出席をお待ちいたしております。  

敬具  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会場等のご案内  

 

1．  受付について  

立命館大学 BKC キャンパス、「エポック立命 21」一階ホールにて、 6 月

15 日（土）は 12 時 00 分から、6 月 16 日（日）は午前 8 時 30 分から受

付を開始いたします。お早めにお越しください。なお、受付で、大会参

加費 2,000 円を徴収させていただきます。また懇親会ご参加の方は、懇

親会費 2,000 円を徴収させていただきます。また日曜日のお弁当を注文

された方は、 1,000 円を徴収させていただきます。  

 

2．  宿泊について  

 ホテル等は、勝手ながら各自でご手配くださいますようお願いいたします。

草津駅や京都周辺に多くのホテルがございます。京都駅から会場までは、東

海道線南草津駅下車後、立命館大学行きのバスに乗り換え、約 20 分です。 

 

3．  昼食について  

 昼食につきましては、 15 日（土）はキャンパス内の学生食堂が利用でき

ますが、 16 日（日）は利用できません。 16 日は、別途、事前に希望された

方にお弁当を手配させて頂きます。大学周辺には、生協の購買をのぞいて、

コンビニや飲食店等がありませんので、ご注意ください。  

 

4．報告者・討論者の皆様へ  

（ 1）会場でパソコン（ PowerPoint、PDF）によりプロジェクターが使用で

きます。パソコンは  Windows 7 のみで、 Office2010 が対応していま

す。 USB メモリは使用できますが、 OS やソフトウエアのバージョン

その他の問題には個別に対応できませんので、必要な場合はご自身の

パソコンをご持参くださいますようお願いいたします。  

（ 2）配布論文等は、各自で 20 部程度ご用意ください。原則としてコピー

サービスは行っておりませんので、ご了承ください。  

（ 3）報告時間は 30 分、討論者による予定討論、それに対するリプライ、

会場からの質疑応答時間は 10 分で、合わせて 40 分となっております。 

 

5.  キャンパス内禁煙について  

 キャンパス内は全面禁煙となっております。ご協力お願いいたします。  



会場へのアクセス方法ならびに交通機関  

 

 

最寄り駅は、 JR 東海道線「南草津」駅になります。  

快速・新快速ともに、南草津駅に停車いたします。  

 

南草津駅からは、近江バス「立命館大学行き」または立命館大学経

由「飛鳥グリーンヒル行き」にご乗車ください。  

 

 

注意：京都駅では、東海道線草津方面と湖西線は、  

同じホームを使用します。  

 

京都駅から南草津駅に向かう場合、  

湖西線方面の電車にご乗車ならないようお願い致します。  

（１時間に 1 本、湖西線行きの新快速があります。）  

 

 

 

 

 



南草津駅におけるバスの乗車方法 

改札をでて、【東口】右側へ進む。  

 

  

左の階段をおりる。  

 

 

立命館大学行きバス（近江バス）に乗車  

 

 



会 場 案 内  
 

 

 

バス停から見た エポック立命２１  

 

 



受付、懇親会会場（エポック立命 21 １階）  
 

バス停↓ グラウンド

道
路

受
付

（ラルカディア）
大会会場

（アクロス）

懇親会会場
（エポックホール）

入
口

（エポック立命２１）

 

＊大会本部はエポック立命 21 の K306 号室、理事会及び講演招待教授控室はエポック立命 21 の K305 号室です。  

 

エポック立命２１（受付）から見た大会会場(ラルカディア) 
 

 

 

 

 

 



学会賞講演、招待講演、特別セッション（ラルカディア １階）  
 

 

 

セッション会場（ラルカディア  ３階）  
 

 

 

学会賞講演 



第１日

11：00 理事会 会場：エポック立命21　K305

12：00 受付開始

受付場所：エポック立命21　エポックホール前　

13：00～15：00

セッション名

Chair Noriaki Ezoe
(Seinan Gakuin University)

Chair GiSeung Kim
(Pusan National University)

座長 座長 慶田 收
（熊本学園大学）

座長 福重元嗣
（大阪大学）

座長 田中 廣滋
（中央大学）

第１報告

Presenter Suyeol Ryu
(Andong National University)
Iltae Kim
(Chonnam National University)
Soo-Jong Kim
(Board of Audit & Inspection of
Korea)
Chongung Kim
(Daegu Haany University)

Presenter

Soo-Suk Sohn
(Kyungil University)
Taek-Dong Yeo
(Yeungnam University)

報告者 報告者

三浦 功（九州大学）

報告者

大野 裕之(東洋大学)
林田  実(北九州市立大学)

報告者

近藤 春生（西南学院大学）

Discussant Takeshi Ogawa
(Hiroshima Shudo University)

Discussant Hiroshi Kurata
(Tohoku Gakuin University)

討論者 討論者
高尾健朗（九州産業大学）

討論者
森保 洋（長崎大学）

討論者
宮崎 智視（神戸大学）

第２報告

Presenter Seok-Joon Hwang
(Keimyung University)

Presenter Muhammad Shariat Ullah
（Ritsumeikan University)

報告者 報告者
尾崎 祐介（大阪産業大学）

報告者
富岡 淳（青森公立大学）

報告者
安岡　匡也（関西学院大学）

Discussant Shinya Kawahara
(Rissho University)

Discussant Sawako Maruyama
（Kobe University）

討論者
討論者 大倉 真人(長崎大学)

討論者
佐野 晋平（神戸大学）

討論者
室 和伸（姫路獨協大学）

第３報告

Presenter

Masayoshi Hayashi
（University of Tokyo）

Presenter Sung-Goan Choi
(Andong National University)
Haemyoung Ji
(Kangwon National University)
Xiaoyun Zhao
(Andong National University)

報告者 報告者

野崎 竜太郎（保健医療経営大学）

報告者

尾崎タイヨ（京都学園大学）

報告者
Woohyung Lee
(Keimyung University)
Ki-Dong Lee
(Keimyung University)

Discussant Masatoshi Jinno
(Toyo University)

Discussant Mitsuo Yamada
(Chukyo University)

討論者 討論者
佐藤 茂春（長崎ウエスレヤン大学）

討論者
福重 元嗣（大阪大学）

討論者
田中 廣滋（中央大学）

15：00～15：10
15：10～16：00 学会賞講演 （会場：R103号室）              司会 大住圭介（福岡女子大学） 　

演題 Life expectancy, social security reform and the labor supply of the elderly
講演者 焼田党（名古屋市立大学）

16:10～17：00 招待講演 （会場：R103号室）     司会 多和田眞（愛知学院大学） 　

演題

講演者 本多佑三（関西大学）

17:10～17:40 会場： R103号室 　

18：00～19：30 会場： エポック立命21　エポックホール 　

English Session 1 　English Session 2

＜　総　　　会　＞
＜　懇　親　会　＞

Tobin's q as a Transmission Channel for Non-TraditionalMonetary Policy: The
Case of Japan (Yuzo Honda and Minoru Tachibana)

セッション1-6（R313号室）

公共経済１

道路投資における政治的要因の実証分析

賦課方式年金制度における介護保険給付
の分析

Privatization, Subsidization and Social
Optimum

セッション1-4（R311号室）

Marko Jusup(九州大学)

David Flath(立命館大学)

A New Keynesian Approach to a Small Global
Macroeconometric Model

MBOにおける株主の株式価格決定訴訟の経
済分析

松尾 匡(立命館大学)

関 絵里香(立命館大学)

松尾  匡
（立命館大学）

Re-evaluating the Tobin Tax～New evidence
from tick-by-tick quotation data on twelve
currency pairs

Selling boxes of fish sequentially vs selling
them in a block: the case of white fish market
in Scotland

実証分析１

時政　勗（広島修道大学）

2013年度日本応用経済学会春季大会プログラム　　　　　　

セッション1-5（R312号室）

＜報告時間30分、討論はフロアからの質疑を含めて１0分＞
6月15日（土）

A Study on Environment Regulation and Labor
Demand

＜休憩＞

How to relax the Trade Restrictiveness of  FTA
Rules of Origin in Multilateral World

Can We Reveal the Growth Potentials with Input-
Output Model at Sub-national Level?

海洋保護区のインパクト：保護区はいつでも有
効か？

The price formation process on the Japanese
sashimi-grade tuna market

Evaluation of Public Sector Organizations
Using Adjusted Performance Measures

33 Policy Liberalization and FDI Performance:
Evidences from SAFTA and ASEAN Member
Countries

ミクロ経済分析１

セッション1-3（R305号室）

The effect of regret aversion on self-
insurance and self-protection

立命館大学特別セッション「漁業の数理」
（共催：立命館大学経済学会）

医療機関の競争と連携：重複受診が存在する
ケース

セッション1-1（R303号室） セッション1-2（R304号室）

POINT-FIRST DEGREE STOCHASTIC
DOMINANCE CHANGES AND THEIR
COMPARATIVE STATICS

高科 直(九州大学)

Channels of stabilization and group size: The
case of a regional public health insurance in
Japan



第2日

8：30～ 受付開始
受付場所：エポック立命21　エポックホール前

9：00～10：20

セッション名

Chair Tomoya Sakagami
 (Kumamoto Gakuen University)

座長 李 態妍
（龍谷大学)

座長 座長 焼田 党
（名古屋市立大学）

座長 高見 博之
（大分大学）

第一報告

Presenter
Gao Ping
（Ritsumeikan University）

報告者　 大野 正久(九州大学)
川崎 晃央（鹿児島大学）
内藤  徹（徳島大学）

報告者　 報告者
上口  晃(名古屋大学）

報告者
増田 宗人(日本銀行)

Discussant Daisuke Nakamura
（Fukuoka Women's University）

討論者
薮田 雅弘（中央大学）

討論者 討論者
柳瀬 明彦（東北大学）

討論者
出島 敬久（上智大学）

第二報告

Presenter Dashjamts Bayarmaa
(Kyushu University)

報告者　
趙 国慶（中国人民大学）

報告者　 報告者
森田圭亮（京都学園大学）

報告者
西村 一彦（日本福祉大学）

Discussant Hideo Noda
（Tokyo University of Science）

討論者
大坂 仁（京都産業大学）

討論者 討論者
相浦 洋志（大分大学）

討論者
藤田 康範（慶應義塾大学）

10：30－12：30 特別セッション(会場：R103号室） 新たな金融政策と日本経済が直面する課題
講演Ⅰ 「物価安定の目標」の想定する経済と実現性 司会 中村 保

（神戸大学）

愛宕 伸康
（日本経済研究センター）

講演Ⅱ アベノミクスと財政を巡る課題

小黒 一正
（一橋大学）

12：30-13：30 昼食
13：30-15：30

セッション名

座長 村田 省三
（長崎大学）

座長 松村敏弘
(東京大学)

座長 座長 大住 康之
（兵庫県立大学）

座長 佐伯 親良
（九州大学）

第一報告

報告者
松本 昭夫（中央大学）

報告者 鈴木浩孝(静岡文化芸術大学)
成生達彦(京都大学)

報告者 報告者
堀　宣昭(九州大学)

報告者
前川 聡子（関西大学）

討論者 中山 惠子（中京大学） 討論者 池田 剛士(大東文化大学) 討論者 討論者 柳川範之（東京大学） 討論者 澤野 孝一朗(名古屋市立大学)

第二報告

報告者
大木 良子(日本大学)

報告者
池田 剛士(大東文化大学)

報告者 報告者 大槻　智彦（広島修道大学）
時政　勗（広島修道大学）

報告者
宋　政炫（神戸大学）

討論者
北村  紘（京都産業大学）

討論者
樋口 篤志(神戸国際大学) 討論者

討論者
薮田雅弘（中央大学）

討論者
瀧井 貞行（西南学院大学）

第三報告

報告者
李  東俊（名古屋商科大学）
成生達彦(京都大学)

報告者 川崎晃央（鹿児島大学）
大川隆夫（立命館大学）
岡村誠(広島大学)

報告者 報告者

関根　順一（九州産業大学）

報告者

増田宗人(日本銀行)

討論者 水野 敬三（関西学院大学） 討論者 松村 敏弘(東京大学) 討論者 討論者 深浦 厚之（長崎大学） 討論者 森田 充（青山学院大学）

Life Satisfaction, Unemployment Fear and
Firm’s Recession Policy

環境経済

セッション2-1B（R303号室）

セッション2-2A（R304号室）

Consumption tax as a stabilization source for
equilibrium indeterminacy

Optimal Pollution Tax and Mixed Oligopoly under
the Integrated Economy

Natural Resource Abundance and Economic Growth
Revisited: Does the Type of the Resource is Matter？

English Session 3

6月16日（日）

DIFFERENCE OF THE SUPPLY ELASTICITY BY
HOUSING TYPE: EMPIRICAL EVIDENCES FROM
CHINA

山田 光男
（中京大学）

公共経済２

セッション2-3A（R305号室） セッション2-5A（R313号室）セッション2-4A（R312号室）

国際経済 ミクロ経済分析２

セッショ2-1A（R303号室）

セッション2-2B（R304号室）

FDI Spillovers, Environmental Pollution and Energy
Consumption Intensities, and Industries’
Productivity

羽田 尚子(中央大学)

ミクロ経済分析３

セッション2-3B（R305号室）

米田篤裕
(公益財団法人矢崎科学技術振興記念財
団)

岩佐 朋子（横浜市立大学）

津布久 将史（名古屋大学）

髙塚 創（香川大学）

Modes of International Activities and the
Innovativeness of Firms： An Empirical
Analysis Based on the Japanese National
Innovation Surveys  for 2003 and 2009.

Endogenous Transport Costs and Firm
Agglomeration in New Trade Theory

Tax Shelter and Tax Administration

地域経済

Learning in Monopolies with Delayed Price
Information

チャネル間における価格―数量競争のもとでの経
路選択

Excessive Competition Trap with Non-Fluid
Labor Market

社会的企業と地域振興におけるイノベーション

Quality adjusting process under non-spanning
markets with variety aversion

渋澤   博幸
（豊橋技術科学大学）

マクロ・金融経済

セッション2-5B（R313号室）

公費による財政支援と医療需要－国民健康保
険の保険者別データを用いた実証分析－

交換手段の選択：貨幣経済の基礎 Structural Change in Consumption Function
under Economic Crisis of Japan

廣野 桂子（日本大学）

前川 俊一（明海大学）

白柳 博章（奈良県県土マネジメント
部）

水野谷 剛（筑波大学）

森田 圭亮(京都学園大学)

流通費用削減投資と二部料金制 Team competition and competition in team

Fixed-fee Pricing and Entry The More Firms, the More Insufficient Entry

中古住宅の活用と適正な評価

協調の失敗を含むマクロモデルと日本経済へ
の応用

環境と防災に配慮したフレキシブルな下水道
システムに関する研究―汚水関連施設への雨
水流入方策に関する提案と技術的・制度的課
題について―

The effect of technological diversification and
business diversification on performance -
Empirical analysis on Japanese electric
machinery industry

セッション2-4B（R312号室）

実証分析２産業組織


